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	/  水道水および溜池水を実試料として用い，Cr(VI)の添加回収実験を行ったところ，HCl-PUFへの吸着率は純水を試料とした系と比較して著しく低下することがわかった．これは実試料中に存在する他のイオン種がアニオン種であるCr(VI)の吸着を阻害しているためと考えられる．そこで，これら共存イオン種の影響を緩和するために，各実試料を純水で2倍希釈した後，これらを用いて再びCr(VI)の添加回収実験を行ったところ，殆ど全てのCr(VI)がHCl-PUFに吸着することがわかった(図2)．さらに，吸着し...



